
船舶事故等調査報告書 

                                    平成２２年６月２４日 

                             運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故等番号 ２００９広第２６１号 

事故等種類 転覆 

発生日時 平成２１年９月１８日 ２２時５０分ごろ 

発生場所 島根県出雲市長
なが

尾
お

鼻
はな

北方沖 出雲
いずも

長尾
ながお

ケ
が

鼻
はな

灯台から真方位３２８°３.２

海里付近 

（概位 北緯３５°３３.１′ 東経１３２°４８.０′） 

事故等調査の経過  平成２１年９月２４日、本事故の調査を担当する主管調査官（広島事務

所）を指名した。 

 原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報  

 船種船名、総トン数  漁船 ヒストズ１、１４.８６トン 

  ＳＮ２－１５０８（漁船登録番号）、個人所有  船舶番号、船舶所有者等 

 乗組員等に関する情報  船長、一級小型船舶操縦士・特殊小型船舶操縦士・特定 

 死傷者等 なし 

 損傷 船室及び機関室濡損 

 事故等の経過  本船は、船長ほか３人が乗り組み、長尾鼻北方沖を約７.５ノットの速

力であなごかご網漁を行いながら南西進中、平成２１年９月１８日２２時

５０分ごろ船体が右舷側に傾斜して転覆した。 

 気象・海象 気象：天気 晴れ、風向 北東、風力 ４ 

海象：潮汐 上げ潮の中央期 

 その他の事項  救命胴衣を着用していた乗組員４人は、本船が転覆した際に海中に投げ

出されたが、転覆した本船の船底にしがみついていたところ、付近を航行

中の船舶に救助された。 

分析 乗組員等の関与 あり 

船体・機関等の関与 なし 

気象・海象の関与 なし 

判明した事項の解析  本船は、ふだんから、あなごかご（８００個）

を左舷側に積んでおり、船体のバランスを保つた

め船首右舷側のバラストタンクに漲水していたも

のと考えられる。 

 本船は、あなごかごを左舷側から海中に投入す

ると同時に、船首右舷側のバラストタンクの水約

１トンを排水し、左右のバランスをとっていたも

のと考えられる。 

本船は、長尾鼻北方沖において、左舷側に積ん

でいたあなごかごを海中に投入した際、右舷側の

バラストタンクの水を排水しなかったものと考え

られる。 

原因  本事故は、夜間、本船が長尾鼻北方沖において、左舷側に積んでいたあ

なごかごを海中に投入した際、船首右舷側のバラストタンクの水を排水し

なかったため、右舷側に傾斜して転覆したことにより発生したものと考え

 



 

られる。 

 




